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ウェアラブルデバイス生体情報
による陣痛発来予測AIモデル



早産

• 周産期死亡の75%

• 早産率は5-10%

• 原因は感染、破水、頸管無力症など

• 既存の早産ハイリスク抽出の陽性的中率は低く、過剰管理状態

• 発症時期の予測は困難

→診療に有用な精度の高いリスク層別化が必要 



妊婦ウェアラブルデバイスの生体情報を元にした陣痛発来のデジタルバイオマーカー候補

前向き観察研究：

→候補として、安静時心拍数など

妊婦の生体情報はダイナミックに変化する

安静時心拍数 n=220 自律神経機能指標 n=220



その他の早産予測の関連研究

母体血

• 母体血中のcfRNAやcfDNAは早産予測に有用

→ 胎盤由来の遊離核酸による早産病態の分子経路の理解

子宮頚部

• 子宮頚部のバリア機能は分娩開始に重要

→ 標的臓器の免疫細胞や細菌叢の解析による病型把握

Science. 2019, npj Digital Medicine. 2025

AJOG. 2025



体制：

群馬大学、成育医療センター、自治医大

を含めた多機関共同研究

ウェアラブル生体情報×マルチオミクス解析による

早産の深層表現型解析

多彩な表現型を理解し、

早産という“妊娠の破綻”がどのような組

み合わせで起きているのかを解きほぐす

早産リスクだけではなく

発症タイミングを事前に予測

他の妊娠合併症にも展開「スイッチの中身」

母体循環・自律神経

ウェアラブルデバイス

分子プログラム

母体血 cfRNAなど

子宮環境

標的臓器のscRNAseq

+細菌叢解析

「スイッチのタイミング」



研究方法・マイルストーン

1年目 2年目 3年目

早産ハイリスク例にお

けるデジタル表現型解

析基盤を構築

研究方法

群馬大学 共同研究(成育医療研究センター、自治医科大学+α)

前向き/後向きコホート

早産妊婦デジタルバイオ

マーカー候補の解析、

オミクス解析基盤準備

早産マルチモーダル・

オミクス解析基盤の構築

マイルストーン

• 早産の深層表現型

• 早産予測

• 他の妊娠合併症

「周産期プレシジョン・

メディシン」の基盤構築

早産ハイリスク生体情報取得 開始

早産妊婦の腟内細菌叢解析 開始

母体血cfRNA解析 条件検討中

妊婦子宮頸部細胞のscRNAseq解析 開始
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